
 

 

 

 

 

 

 

  深さ方向に集合組織が変化する材料の方位測定 

   

 

 

 

 

 

 

 圧延材の極表面と中心部分では結晶方位が異なるケースが多い。 

 この為、圧延材は、表面を研磨して中心部の測定を行って材料評価するのが一般的である。 

 しかし、透過法を用いることで、表面研磨せずに材料全体の評価が可能になります。 

  

 市販されている厚さ０．５ｍｍのアルミニウム材で、Ｃｕ管球を用いて、反射極点図を測定し、 

｛１１１｝｛２２２｝極点図を比較した。 

 極密度を比較すると｛１１１｝極点図より｛２２２｝極点図がより対称性が高い。 

 Ｍｏ管球を用いた透過極点図では、ほぼ対称極点図が得られる。 

 この実験から、極表面層は対称性が悪く、徐々に対称となるが、 

材料全体で測定する透過測定では対称となり、透過測定で材料表面研磨せずに、 

材料全体の結晶方位測定が可能である事が分かります。 
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Ｃｕ管球による反射極点図 

 

深さ方向の結晶方位が同じ場合｛１１１｝、｛２２２｝極点図は同じである。 

 {１１１} Ｍａｘ＝１８．１４            ｛２２２｝ Ｍａｘ＝１７．３２ 

 

 ｛１１１｝と｛２２２｝で上下極密度の比率が異なっている。 

 ２θ角度が大きいとより深い位置の情報も測定できる。（中心部分は比率が１．０に近くなる） 

 しかし、｛１１１｝、｛２２２｝極点図が異なる場合、深さ方向で結晶方位が異なると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



Ｍｏ管球による透過極点図 

 

対称性の良い極点図が測定出来る。 

 

深さ方向で集合組織が異なる場合、表面研磨せずに透過法測定で平均的な結晶方位そくていが可能になる。 

 

データ処理後（ＢＧ削除、吸収補正） 

 

非対称ＯＤＦ（φ１：０－＞３６０）解析後の再計算極点図 

 

ほぼ対称極点図が測定されていることが分かります。 

 

 



測定条件 

ＲＩＮＴ２２００ （ゴニオ半径１８５ｍｍ） 

Ｓｃｈｕｌｚ反射法 Ｃｕ管球 ４０ｋＶ－４０ｍＡ Ｎｉフィルタ 

ＤＳ：１／２ｄｅｇ、ＳＳ：７ｍｍ、ＲＳ：７ｍｍ 

α：１５－＞９０ １ｄｅｇ．ｓｔｅｐ 

β：０－＞３６０ １ｄｅｇ．ｓｔｅｐ ｓｐｅｅｄ：１５０ｄｅｇ．／ｍｉｎ 

Ｄｅｃｋｅｒ透過法 Ｍｏ管球 ４０ｋＶ－４０ｍＡ Ｚｒフィルタ 

ＤＳ：０．１ｍｍ ＳＳ：７ｍｍ、ＲＳ：７ｍｍ 

α： ０－＞５０ １ｄｅｇ．ｓｔｅｐ 

β：０－＞３６０ １ｄｅｇ．ｓｔｅｐ ｓｐｅｅｄ：３０ｄｅｇ．／ｍｉｎ 

解析 

 透過極点処理（ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２） 

 バックグランド除去 

 吸収補正（ｕ：１３．８ １／ｃｍ、 ｔ：０．０５ｃｍ） 

 ＯＤＦ解析（ＬａｂｏＴｅｘ） 

 非対称解析（Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ） 

 φ１： ０―＞３６０ １ｄｅｇ．間隔 

  Φ ： ０－＞９０  １ｄｅｇ．間隔 

 φ２： ０－＞９０  １ｄｅｇ．間隔  

 

  


